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すでに⼗数回の⼤統領暗殺を阻⽌…プーチンをイラつかせるイギリス
特殊部隊｢SAS｣の仕事ぶり
ゼレンスキー⼤統領の⽣死は戦争の⾏⽅を左右する

PRESIDENT Online

⽊村 正⼈
在ロンドン国際ジャーナリスト

なぜロシア軍はウクライナの掌握に苦戦しているのか。在英ジャーナリストの⽊村正⼈さんは「情報戦を⽀える英⽶の存在は⼤きい。イギリスの英
特殊空挺部隊（SAS）も陰でウクライナ軍を⽀えており、すでにゼレンスキー⼤統領の暗殺は⼗数回阻⽌されている。その役割は⼤きいとみられる
が、決して表には出てこない」という――。

ウクライナを救い続けるイギリスの特殊部隊「SAS」とは

ロシアによるウクライナ侵攻がいまだ終息の兆しを⾒せない中、英⼤衆紙によると、ウクライナのウォロディミル・ゼレンスキー⼤
統領は強⼒な防諜網により⼗数回の暗殺計画を⽣き延び、複数の⼯作員を殺害した（同⼤統領顧問）という。

既に報じられているように、数だけで⾒ればウクライナ軍に対してロシア軍の規模は圧倒的だ。にもかかわらず⾸都キエフはいまだ
陥落せず、むしろロシア軍の侵攻をはねのけている。

そのウクライナ軍を⽀えているとされるのが、英特殊空挺部隊（SAS）だ。

SASは、要請さえあればすぐにゼレンスキー⼤統領を救出できるよう、70⼈が⽶海軍特殊部隊（ネイビーシールズ）150⼈と共に、バ
ルト三国の⼀つ、リトアニアの僻地にある軍事基地で夜間訓練を重ね、スタンバイしているという。

そのSASとは何者なのか。ゼレンスキー⽒と連⽇のように電話で連絡を取るボリス・ジョンソン英⾸相のマックス・ブレイン報道官
は16⽇、筆者の質問に「SASについてはお答えできない」とだけ語った。
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全ての画像を⾒る（3枚）
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縄文時代の関東地方 

が意外だった

伊勢神宮より古く、最高格式なのに関東の辺境地にある 

２つの神社。その理由が凄い

ダイレクト出版

特殊任務の実態については「藪の中」

SASはただ訓練を重ねているだけではない。

ロシア軍侵攻前に100⼈以上のSAS隊員などがウクライナに送り込まれ、軍事顧問として同国の特殊部隊に対空・戦⾞ミサイルの使い
⽅や狙撃、破壊⼯作などの訓練を施していると報じられた。暗殺防⽌策も含まれているのは想像に難くない。

関与しているのは現役部隊だけにとどまらない。イラクやアフガニスタンで戦ったSASの退役軍⼈による精鋭チーム⼗数⼈も欧州諸
国の資⾦で⺠間軍事会社に雇われ、ウクライナ⼊りしたとされる。さらに⼗数⼈が現地に向かったという。

13⽇にはウクライナ軍が外国⼈義勇兵の訓練に使⽤としているポーランド国境近くのヤーヴォリウ軍事基地がロシア軍の攻撃を受
け、少なくとも35⼈が死亡、うち3⼈は元英軍兵⼠だと英紙デーリー・テレグラフは伝えた。これについてもブレイン報道官は「英政
府は確認していない」と⼝を固く閉ざした。

SASの特殊任務については情報公開が求められる時代になっても、依然として厚いベールに覆われている。表沙汰になると外交問題
や⾃国を巻き込んだ戦争に発展する恐れがあるからだ。すべてが「藪の中」だ。

キエフに潜伏する400⼈の傭兵暗殺部隊

アメリカのバイデン政権はロシア軍の侵攻前、「ロシア軍は殺害または収容所送りにするウクライナ⼈のリストを作成しているとの
信頼できる情報がある」とミシェル・バチェレ国連⼈権⾼等弁務官に伝えた。ゼレンスキー⽒は「私はロシアの⼀番のターゲットで、
家族は⼆番⽬だ」と公⾔する。

ロシアのウラジーミル・プーチン⼤統領は⼤軍でウクライナに攻め⼊ればゼレンスキー政権は⽡解し、キエフ市⺠に歓喜の声で迎え
られると信じていた。しかし元コメディアンのゼレンスキー⽒はオンラインで感動的な演説を繰り返して世界中を味⽅につけ、「悪
役」プーチン⽒を孤⽴させた。ゼレンスキー⽒はプーチン⽒にとって今や不倶戴天の敵である。

プーチン⽒最⼤の⽬標はゼレンスキー⽒を取り除き、親露派の傀儡政権をキエフに樹⽴することだ。英紙タイムズによると、ロシア
⺠間軍事会社ワグナーグループの傭兵やチェチェン共和国の特殊部隊がウクライナに送り込まれたが、ロシア情報機関の連邦保安局
（FSB）内の反戦グループがウクライナ側に通報し、暗殺計画はいずれも未遂に終わったとされる。

ワグナーグループの傭兵は2カ⽉近く、ゼレンスキー⽒暗殺と政権転覆を企て、ウクライナに潜伏している。彼らはキエフだけで400
⼈が潜伏しているとされ、24⼈の重要⼈物を追跡しているという。ウクライナ侵攻のスキをついて暗殺を実⾏、特務終了後は露特殊部
隊スペツナズと合流し、キエフから脱出する⼿はずだった。
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ゼレンスキー⼤統領の⽣死が戦争の⾏⽅を左右する

また、英紙タイムズによると、ロシア連邦を構成するチェチェン共和国のラムザン・カディロフ⼤統領の特殊部隊も、ゼレンスキー
⽒に近づく前に排除されたと報じられている。ロシア軍はウクライナ軍の後⽅を取るため主要都市にヘリで空挺部隊を展開させるが、
ヘリが撃墜されるなど死傷者が多数出ている模様だ。ロシア連邦国家親衛隊もキエフ⻄郊に送り込まれ、市街戦に備えている。

ロシア軍にとって最⼤の⽬標はゼレンスキー⽒を⽣け捕りにするか、殺害してしまうかだ。祖国防衛の先頭に⽴つ指導者を失えばウ
クライナ軍や義勇兵の⼠気は落ちる。アメリカから「キエフを離れて安全な場所に移動した⽅がいい」とアドバイスされたゼレンスキ
ー⽒は「必要なのは逃げるための乗り物ではなく弾薬だ」と⼀蹴したとされる。

ロシア軍の侵攻が始まったばかりの2⽉25、26⽇には⼤統領府などキエフ中⼼部からSNSに投稿していたゼレンスキー⽒だが、その
後は場所が特定されないよう注意を払っている。⽶政府はゼレンスキー⽒に安全な衛星電話を提供し、連絡を取り合う。ゼレンスキー
⽒の⽣死が戦争の⾏⽅を左右すると⾔っても過⾔ではない。

体⼒、決断⼒、知性が求められるエリート部隊

ゼレンスキー⽒から要請があれば、すぐ救出に動けるよう訓練を始めたのが、第2次世界⼤戦中、北アフリカ戦線を後⽅から撹乱する
ために創設された英SASと、国際テロ組織アルカイダ最⾼指導者ウサマ・ビンラディン容疑者を潜伏先のパキスタンで殺害した「ネイ
ビーシールズ」だ。両者とも軍の精鋭を集めたエリート中のエリート部隊である。

特殊部隊の元祖とも⾔える英SASの選抜試験は極めて厳しい。主に陸軍と海兵隊からの応募者は極限の⾁体的・⼼理的試験に合格し
なければならない。合格するのはごく⼀握りだ。

英ウェールズのブレコン・ビーコンズ連⼭における5回の時間制限付き⾏軍、装備を⾝につけたままの⽔泳、ジャングルでのサバイバ
ルコース、捕獲回避や尋問への抵抗に関する試験が含まれる。決断⼒、持久⼒、適応⼒、知性など求められる資質は多岐にわたる。
SASに配属された隊員は現場で直⾯する困難に対応するため継続的に過酷な訓練を繰り返す。

写真＝iStock.com／zabelin
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第2次世界⼤戦中に結成された「⼀匹狼」軍団

SASの歴史を振り返っておこう。

第2次世界⼤戦中の1941年、英軍は北アフリア戦線で「砂漠の狐」と恐れられていたエルビン・ロンメル将軍率いるドイツアフリカ
軍団に苦しめられていた。英陸軍⼠官だったデービッド・スターリング（1915〜90年）はドイツ軍の空挺部隊を⾒て、敵の後⽅に⾼
度な訓練を受けた少数の精鋭部隊を落下させれば、ドイツ軍の航空戦⼒を破壊できると思いついた。

スターリングは優等⽣タイプではなく、⻑⾝で怠惰だったことから「巨⼤なナマケモノ」と呼ばれていた。エベレストへの初登頂や
芸術家になることを夢⾒る夢想家だった。

第2次世界⼤戦で戦闘機や爆撃機、戦⾞など⼯業⼒が勝敗を分ける傾向が⼀層強まる中、スターリングは鍛え抜いた強靭な⾁体と不屈
の魂を兼ね備えた少数部隊による後⽅撹乱こそが戦況を変えると信じて疑わなかった。

スターリングは試しに⾃ら輸送機からパラシュートで落下した際、傘のセルが破れ、着地の衝撃で両⾜を痛めた。療養中にドイツア
フリカ軍団の後⽅の砂漠が無防備になっていることに気づき、後⽅からドイツ軍の航空戦⼒を破壊する作戦を⽴案した。カイロの中東
総司令部⾸脳に直訴してSASの結成を許される。

後⽅撹乱を遂⾏するため⾃分の判断で動ける「⼀匹狼」の兵⼠が集められた。短期間で過酷な訓練が⾏われ、負傷者が続出した。初
出撃となった同年11⽉、最⼤級の暴⾵⾬に襲われ、55⼈のうち⽣還できたのは21⼈。作戦は⼤失敗に終わった。しかし迎えのトラッ
クが合流地点まで無事往復できたことから、地上から相⼿の後⽅に回る作戦に切り替える。

スローガンは「挑戦する者だけが勝利する」

SASは⽶製⼩型四輪駆動⾞ジープで砂漠を駆け巡り、ドイツ軍の航空機を次々と爆破する。ドイツ軍は砂漠から敵が現れるとは想像
していなかったのだ。⼤胆不敵に出没したスターリングは43年1⽉、敵に捕らえられるが、それまでに地上で250機以上の敵機、数百
台の⾞両、⼤量の貯蔵物資を破壊した。

英軍の指揮官バーナード・モントゴメリー陸軍元帥はスターリングを「この野郎はかなり、かなり、かなりイカれている。しかし戦
争はしばしば、そんなイカれた野郎を必要とするのだ」と荒っぽい⾔葉で称賛した。スターリングの独創的な発想と不屈の⾏動⼒は⼤
戦の流れを変えたのだ。

SASのスローガンは「挑戦する者だけが勝利する」だ。⼤戦が終わるといったん解散されたが、冷戦が始まるとすぐに復活した。マ
ラヤ（現マレーシア）危機、オマーンでの反乱、ボルネオ作戦に従軍したほか、北アイルランド紛争ではアイルランド共和軍（IRA）
のテロリスト壊滅作戦を展開する。しかし秘密任務のためSASの存在が表に出ることはなかった。

写真＝iStock.com／Nneirda
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SASの名を世界にとどろかせた「イラン⼤使館占拠事件」

SASの名を世界中にとどろかせたのは1980年にロンドンで起きた駐英イラン⼤使館占拠事件である。イランの囚⼈解放と⾃分たちの
出国を求める6⼈のイラン⼈武装グループが26⼈を⼈質に取って⼤使館に⽴て籠もった。武装グループは⼈質5⼈を解放したものの、6
⽇⽬に1⼈を殺害した。

このためSASが屋上から降下して窓から突⼊、武装集団6⼈のうち5⼈を殺害した。作戦で⼈質1⼈が犠牲になったが、残り全員が無事
解放された。この様⼦は世界中にテレビ中継された。

82年のフォークランド紛争など、SASはイギリスが関与したほとんどの戦争や紛争に派遣されている。96〜97年の在ペルー⽇本⼤使
公邸占拠事件でも英SASの6⼈がペルー当局にアドバイスするため現地に⾶んでいる。

SASは空挺部隊だけでなく⾈艇部隊、偵察部隊、信号部隊の4チームからなる。⼀騎当千の精鋭が集められ、どんな状況でも隠密裡の
監視、偵察、⼈質救出、潜⼊捜査、テロ・反乱対策の特殊任務を遂⾏できるよう想像を絶する厳しい訓練が課される。

常に5歳児並みの装備を担ぎ、排泄物すら残さない

SASの下級隊員は他部隊の上級隊員に匹敵するほど⾼い能⼒を有する。4週間、補給なしで⾏動できるよう3〜5歳児と同じ重量の装備
を担いで⾏動する。

敵に⾒つからないよう砂漠やジャングルなど状況に合わせて⾝体をカムフラージュし、排泄物も回収して現場に残さない。フォーク
ランド紛争では砂糖とミルクを混ぜた粉末を⽔で溶かして最後の7⽇間、飢えをしのいだ。語学や射撃、サバイバル能⼒に⻑けてい
る。

駐英イラン⼤使館占拠事件当時、SAS司令官だったピーター・ドゥ・ラ・ビリエール⽒（87）は「ジャングルや砂漠、ロンドンでの
対テロ作戦は体⼒的にもタフであることが求められる。全員が⾮常に厳しい試験に合格した強者だ。決然として⾃分の意思を持った⼈
物でなければならない。何か魔法があると考えられるが、そんなことはない。⾮常に苦しい訓練のたまものだ」と語っている。

戦闘に⻑けた「⼈情味あふれる⻤軍曹」

⼀⾒すると、⽶アクション映画『ランボー』そのままの「戦闘マシーン」のイメージだ。最近では英メディアに登場する元SAS隊員
も増えてきた。過酷な訓練と任務に耐えてきただけに、⼈情味にあふれる⻤軍曹のイメージを漂わせる元隊員もいる。

シエラレオネで⼈質救出作戦に加わったフィル・キャンピオン⽒（53）は著書『Born Fearless』がベストセラーになり、退役軍⼈の
ための慈善活動に取り組んでいる。

ウクライナへ⽀援物資を送る作業を⼿伝ったキャンピオン⽒はSNSで「前線の兵⼠に渡す⾷料であろうと、道端の⽼⼈に渡す⽑布で
あろうと、どんな⼩さなものでも助けになる。あなた1⼈じゃない、イギリスの私たちもあなたのことを⼼配しているとメッセージを
送ることができる」とより多くの⼈に寄付するよう呼びかけている。

しかしイギリスの若者がウクライナでの戦闘に参加することについては「戦場は地雷原のようなもので、さまざまな問題を引き起こ
す恐れがある。だからウクライナに⾏って戦うことは勧めない」と警告を発している。それでも現地に⾏くなら間違ってもフォロワー
を増やそうとSNSで発信するようなバカな真似はしないよう釘を刺した。

ロシア軍に居場所を教えることになるからだ。キャンピオン⽒は「恐怖の捕虜収容所に放り込まれたり、⼈質としてビデオカメラの
前に⽴たされたりする恐れがある。なぜウクライナに⾏きたいのか、その主な理由を明確にすることだ。本当に重要な理由がない限り
ウクライナに⾏って戦わない⽅がいい」とアドバイスしている。

⽊村 正⼈（きむら・まさと）
在ロンドン国際ジャーナリスト
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京都⼤学法学部卒。元産経新聞ロンドン⽀局⻑。元慶應⼤学法科⼤学院⾮常勤講師。⼤阪府警担当キャップ、東京の政治部・外信部デスクも経験。2002
〜03年、⽶コロンビア⼤学東アジア研究所客員研究員。著書に『EU崩壊』『⾒えない世界戦争「サイバー戦」最新報告』（いずれも新潮新書）。
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